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（Museum of the City of New York）」は、ニューヨーク市にまつわる歴史・
図④ ニューヨーク市ミュージアム恒久展示「ニューヨーク市をマッピングする」の画面。











































































































































































































物館（National Women’s History Museum）」は、展示室を持たない小さな
団体である 35。開設以来様々なオンラインコンテンツを充実させてきたが、
いまではそれが Google Arts&Cultureのプラットフォームで閲覧できる 36。
“Washington DC museum women history”などと検索すると比較的上位
にヒットするのだが、これは Google Arts&Cultureに掲載されていること
と同時に、テーマごとに様々なミュージアムが集まるワシントン DCに、






































図⑩ 2017 年の作品「修復」時に公開された構造解説の YouTube 動画　
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